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銀河の中心での活動性が如何にして生じるのかを調べるには、早期型（活動性を持つ割合が高い）と晩期型とを
比較し、何がその違いを生むのかを明らかにすることが一つの方法だと考えられる。そこで我々は中心での活動
性と高密度ガスの関係に着目し、野辺山宇宙電波観測所 45ｍ鏡による近傍の早期型銀河のCO、HCN同時観測を
行った。観測した天体はNGC404、NGC3593、NGC4293の３天体で、このうちNGC3593とNGC4293でHCN
を検出した。これまでCOとHCNが検出されている銀河では、ほとんどの場合COとHCNのプロファイルは良
く似た形ををしている。しかし、興味深いことに今回我々が観測した早期型銀河では、COとHCNのプロファイ
ルの形に明らかな差が見られる。しかも、これまで晩期型銀河で中心に活動性をもつものについて HCN/CO比
が中心で高くなっているという観測例（M51、NGC1068等）はあるが、我々の観測結果は、逆に中心で高密度ガ
スが少なくHCN/CO比が低くなっていることを示唆している。どちらの銀河でも COのプロファイルは銀河の
後退速度付近にピークを持つのに対し、HCNでは後退速度の成分は小さく、中心部分には高密度ガスが少ないこ
とを示している。
我々はさらに、野辺山宇宙電波観測所ミリ波干渉計を用いてNGC4293のCOとHCNの高角分解能観測を行っ
ている。これによって、分子ガス全体の分布と高密度ガスの分布が実際どうなっているかを調べることができる
と期待される。


